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能性の 4 要素から分析を行った結果からは以下のことが明らかとなった。 





















































審 査 報 告 概 要 
 
世界最貧困国の一つであるマラウイでは，貧困層を対象とした 2種類の社会的保護政策が
おこなわれている。この政策の農村世帯への影響を村落実態調査で得られたデータをもとに
分析した本研究では，以下の３点を明らかにした。第１に，農業投入財補助金政策は主食で
あるトウモロコシの生産性向上に貢献したが，この政策のみで農村世帯のフードセキュリテ
ィーを確立することは困難であり，より多角的な政策支援が求められる。第２に，貧困層を
対象とした現金給付政策をより効果的にするためには，金融サービスの充実などの補完的な
政策支援が必要である。第３に，２つの政策の受益者選定のプロセスが大きく異なっており，
その相違がそれぞれの政策の効果を大きく左右している。これらの知見と発見は学術的に価
値の高いものと認め，審査員一同は学位請求者に博士（国際農業開発学）の学位を授与する
に値すると判断した。 
